
国土交通省リニア中央新幹線有識者会議において 

流域住民の理解が得られる運営を求める意見書 

 

リニア中央新幹線静岡工区においては、建設工事について環境影響評価制度

に基づき静岡県とＪＲ東海が対話を行っているところである。昨年４月からは

国土交通省により「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議」が開催され、科学

的・工学的な検証結果を踏まえてＪＲ東海の工事に対して具体的な指導・助言

をすることとされている。 

 この有識者会議は、静岡県が「全面公開」を要請したものの、制限された一

部の者がＷＥＢで視聴できる他は、現在でも一般には公開されていない。 

 大井川の水問題や自然保護問題は、地域住民の大きな不安であり、県民・国

民の関心事でもある。科学的根拠に基づく議論を「全面公開」することはこれ

らの懸念を解消する手段であり、県民の意に沿うものである。 

 よって、国土交通省においては「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議」の

全面公開を速やかに実施し、流域住民の理解が得られるような運営をすること

を強く要望する。 

記 

 

１ 「リニア中央新幹線静岡工区有識者会議」の内容を、配布資料を含めて全

面的に公開をすること。 

２ 有識者会議の議論や報告に基づき、水資源及び自然環境の保全対策につい

て流域住民の理解を最優先とするようＪＲ東海に強く指導すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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